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 学校名 :　専修学校クラーク高等学院名古屋校

＜目指す学校像＞
「夢・挑戦・達成」を合言葉に、生徒一人ひとりの個性が輝く学校
＜育てたい生徒像（教育目標）＞
未来を切り拓く「考える力」の育成
変化の激しい社会で活躍できるような主体性を持って行動出来る人物の育成

・広報委員会、学校説明会の質的
向上
・教職員の面談スキルアップ

・広報委員会の指導が適切に行わ
れているか。・広報研修が実施さ
れているか。

・広報委員会には40名超の希
望生徒が集まるなど、良いアク
ションが出来た。

A

・中学校訪問の確実な実施（7月・
10月・11月・1月）

・中学校訪問に向けた準備が整っ
ているか。（訪問指示、持参物）

・遅滞なく、計画通りに訪問を
実施した。 A

・HP記事の確実な掲載
・広報ツールの作成
・プレスリリースの実施

・HP記事の掲載数。
・プレスリリースがかけられる教
育の実施。

・HP記事の掲載に加え、
Tiktokへの広告出稿も行った。 A

・キャリア教育の強化による生
徒、教員の意識啓発

・キャリア学習Ⅰ、Ⅱの計画的な
授業実施がされているか。

・学年担当教員によるキャリア
学習ⅠⅡの授業実施を行い学年
運営と連動。

A
・校内企画の実施
・校外企画の模索、新規エント
リー

・外部評価を得る機会を創出して
いるか。

・学習活動とコンテスト等の連
動を強化した。 A

合格率の向上 ・英検対策に繋がるカリキュラム
の策定
・英検対策補講の実施

課題解決型学習の取り組
み拡大

・コース専攻での実施
・プロジェクト型ゼミ授業の導入
・有志による課外活動

・課題解決型学習が実施されてい
るか。

・心理福祉、プログラミングに
おける課題解決型学習の推進に
注力した。

A

A
受検者数の向上 ・適切な受検案内

・日常的な英語力の向上に向けた
指導

・受検を前向きに検討出来るよう
な後押しが行われているか

・個別の目標設定や声掛けによ
り希望者による受検を促進し
た。

B

Ａ
Ｂ

・効果的な英語教育が実施されて
いるか
・補講が計画的に実施されたか

・オンラインによる英検補講に
加え、土曜補講も実施した。 B

【未来を切り拓く生徒の育成・卒業後に責任を持つ教育】大学進学率65％以上
【生徒の「挑戦」を促し、自信を育む教育の実践】英検合格（準1級以上8名、2級以上17名、準2級以上30名）
【特化型教育による「才能開花」の促進】課題解決型学習関連コンテスト 入賞および全国大会出場2件
【評価され、地域に根差した教育機関へ】R6年度 新入学生徒105名以上
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不登校経験のある生徒や幅広い学力層の生徒
を預かる中で、大学進学だけではなく、生徒
の卒業後の進路決定を丁寧にサポートしてい
る。今後も一層の、先生方の努力を期待す
る。

2

＜英検合格＞
・R4年度実績:1級0名・準1級7名・
2級11名・準2級42名
→ オンライン英検補講や自主学習
EdTech教材の導入などを進め学習環
境は整備されているが、個々のモチ
ベーションアップを図る取り組みが必
要。

オンラインによる学習や学習アプ
リを活用した朝学習の取り組みを
継続して、生徒の英語力向上に繋
げていく。
学校全体でのチャレンジ精神の醸
成を行い、生徒のモチベーション
アップを図る仕掛けを具体化す
る。

多くの生徒が英検合格を実現しており、イン
ターナショナルコースを中心とした英語教育
の成果のひとつであると評価できる。英語が
どうしても苦手な生徒などに対して、それ以
外の目標を見つけさせ、そこに向かって努力
できるような環境の整備も合わせてお願いし
たい。

育てたい生徒像

適切な進路選択の機会提
供

定期的な進路希望の把握

個々に応じた丁寧な進路
サポート

・進路ガイダンスの実施
・外部進学説明会への参加

・進路希望調査（4月・7月・10
月・2月）
・二者/三者面談（6月・3月）

具体的方策

十分に達成した  （80％以上）
概ね達成した       (60％以上)
あまり十分でない（40％以上）

目指す学校像

実 施 日 令和5年7月1日

・

※ 評価項目に対応した具体的方策と方策の評価指標を設定する。
※ 学校関係者評価は、自己評価の結果を踏まえて評価を受ける。

外部からの評価が得られるという点において
も、コンテスト等へのエントリーは生徒自身
の刺激にもなるため、今後も大いに推進いた
だきたい。

A

A
適切な受検機会の提供 ・学年一斉受検の実施（5月・10

月・1月）
・学年一斉受検の機会が適切に設
けられたか

学校関係者からの意見・要望・評価等

本年度の重点目標

次年度への課題と改善方策評価項目の達成状況評価項目

協働的な学びの創出をより一層推
進し、コース専攻などの特色ある
科目の中だけでなく、一般科目の
学習においても機会が創出できる
よう、校内でのノウハウを共有出
来る機会や研修の機会を設け、教
員のスキルアップを図る。

・進路学習の実施
・面接/出願書類指導

・進路ガイダンスおよび外部進学
説明会等への参加が適切に実施さ
れたか
・生徒の進路希望の状況をタイム
リーに把握できているか

・進路学習が計画的に実施されて
いるか・組織的なサポート体制が
あるか

国公立や難関私大への合格輩出を
目指し、学力上位層の進路指導を
拡充する。
系列大学を含め、早期に大学につ
いて実際に見聞きする機会を積極
的に提供し、早期に進学に向けて
動き出せるよう生徒を育成する。

・コロナで外部イベントが中止
となった分、代替の企画を内部
で実施出来た。
・進路希望調査および面談を計
画通りに実施出来た。

A

Ｃ
Ｄ 不十分である      （40％未満）

達
成
度

計画的に生徒募集活動が行えてい
る。安定した生徒募集のために絶
えず内容の見直しや新たな取り組
みの創出などを継続して行ってい
く。

今後もひとりでも多くの生徒が、自分にあっ
た学校で学ぶことができるよう取り組んで貰
いたい。

・計画通りに一斉受検を年3回
実施した。

※ 重点目標は３～４つ程度設定し、それらに対応した評価項目（年度達成目標）を設定する。
※ 番号欄は重点目標の番号と対応させる。

       自       己       評       価

年      度      目      標

現状と課題番号 達成度方策の評価指標

3

＜課題解決型学習＞
・R4年度実績:4件（現代ビジネス専
攻ビジネスプランコンテスト、最優秀
賞2件を含む）
→ 最優秀賞2件を含む多くの成果を上
げることができた。生徒の課題解決能
力およびそれらを表現するプレゼン力
等が備わってきている証拠。

4

＜新入生募集＞
・R4年度実績:117名
→ 昨年度の成功要因を分析し、今年
度の計画を立案。3期連続の目標達成
となった。

学習内容の質的向上に資
するアクション

中学校への広報活動の強
化

来校者を確実に出願に導
くアクション

外部へのPR活動（HP、
広報物、プレスリリース
等）の充実

成果発表の機会の模索・
創出

1

＜大学進学＞
・R4年度大学進学率:70.9％
→ 目標達成。県内中堅私大への合格
数が安定して出てくるようになった。
受験への不安による不登校が発生する
など、受験競争に耐えうる、確固たる
自信を持った生徒の育成が今後も重
要。

・3年生に対して個別の進路計
画を作成し、受験期に向けて準
備を進めた。

年 度 評 価（ R5年6月1日 時点 ）


